
市民・文化観光・消防委員会資料

平成24年12月17日 

文化観光局 
「横浜市文化芸術創造都市施策の基本的な考え方」の取りまとめ案について 

 「横浜市文化芸術創造都市施策の基本的な考え方」について、以下の案をもとに取りまとめを行い、

12月下旬に公表する予定です。 
 

 

  
１ 「横浜市文化芸術創造都市施策の基本的な考え方」について                                    ・ さらに、横浜らしい特色のある優れた文化芸術を発信することによって、賑わいの創出や

経済活性化にも寄与し、市民生活の向上に還元されることが期待されます。  
(1)  策定の趣旨 

文化観光局を中心に、文化芸術、創造都市・まちづくり、観光MICEのそれぞれの取組を深化

させるとともに、分野間の連携に努めることによって「観光・創造都市戦略」を推進してきまし

たが、さらに連携を深めて一体的に取り組み、一層の相乗効果を発揮するため、文化芸術創造都

市に関する今後の施策展開の基本的な考え方をまとめるものです。 

 
ウ 文化芸術創造都市・横浜の実現 

・ 都心部のみならず市内全域において、様々な文化資本（文化施設や文化団体、アーティス

ト、歴史、自然、景観など）をさらに発掘・蓄積・支援するとともに、環境やICT（情報通

信技術）などの分野への展開も視野に入れながら、文化芸術の創造性を様々な場面で活用す

るとともに、横浜らしい特色ある文化芸術を国内外に発信していきます。   

  (2)  位置付け ・ 横浜が市民にとって誇れるまち、国内・海外からも「選ばれる都市」として持続的に発展

し、都市の活性化を図るため、市民、NPO、アーティスト・クリエーター、団体、企業と協

働しながら、文化芸術の創造性を最大限に発揮する「文化芸術創造都市」づくりを進めます。 

「横浜市基本構想」及び「横浜市中期4か年計画」に掲げている目指すべき都市像の実現に向

け、文化芸術創造都市に関する今後の施策展開の基本的な考え方をまとめたもので、具体的な事

業計画の策定や事業展開のベースとなります。 
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期間は概ね 年を想定しますが、社会経済情勢や国の政策動向の変化、本市の新たな「中期計

画」の策定等に伴い、必要に応じて見直します。 
(2) 展開の視点 

市民の皆様をはじめ、地域、NPO や団体、民間企業、学校等との連携・協働により、次の３

つの視点を重視して取組を展開していきます。  
 (3) 「基本的な考え方」の展開に向けて 

個々の事業の予算策定や執行管理等を通して、計画・実行・検証・改善（PDCA）サイクルを

確立して不断の改善を図っていきます。 
ア 横浜らしさ 

・ 横浜には、旧東海道をはじめとした古くからの歴史や伝統文化、郊外部の自然や港を囲む

景観など、市全域に優れた資源があります。  
２ 横浜市を取り巻く状況                                         ・ 横浜は開港以来世界の窓口として様々な交流の拠点となり、新しい文化を育み国内外に発

信してきました。  
● 人口～少子高齢化の進展、人口減少社会の到来 

・ 横浜の持つ歴史と資源を継承・発展させるとともに、多様な資源を活用しながらオリジナ

リティにあふれる新たな価値を発信することにより、国内外から評価される横浜の個性やブ

ランド力を創造していきます。 

● 財政～中長期的にも非常に厳しい財政状況 
● 急速な高度情報化～コミュニケーションのあり方 
● 急速なグローバル化～都市のアイデンティティの確立  
● コミュニティ～地域の絆の変容 イ コミュニティの活性化 

 
３ 横浜市が文化芸術創造都市施策を推進する意義                                

・ 子どもたちから高齢者まで幅広い市民が豊かな文化芸術を享受し、生き生きと活動するこ

とは地域社会の活性化につながります。  
・ 地域における文化芸術事業の展開は、地域資源の再発見による魅力の形成や地域課題への

取り組みを促し、コミュニティの活性化につながります。 
(1) 横浜市が文化芸術創造都市施策を推進する意義 

 
・ 急速な少子高齢化や高度情報化、東日本大震災による変化等から地域のコミュニティの活

性化が求められており、文化芸術と地域社会をつなぐことでその実現を図ります。 
ア 文化芸術がもたらす効用 

・ 文化芸術を、いわゆる「芸術」のみでなく、伝統文化や生活文化などを含む、幅広く多様

なものとして捉えています。 
 
ウ 賑わいづくり、経済の活性化 

・ 文化芸術は、人の心を豊かにし、創造性と感性を育むとともに、明日を生きる活力を与え、

創造的な活動の源泉となります。共感によって、人と人とを結びつけることができます。 
・ 優れた文化芸術は人々に感動を与え、多くの人を引き付ける魅力を都市に与えます。特色

ある横浜ならではの文化芸術を発信し、観光MICE振興にも連なる横浜の賑わいづくりにつ

なげます。 
・ 文化芸術が、教育、福祉、まちづくり、観光MICE、産業等、幅広い分野との関連性を持

つことで、様々な波及効果が生まれることが注目されています。 

 
イ 文化芸術創造都市施策を推進する意義 

・ 文化芸術は、都市における課題に対して、様々なアプローチを示すことができます。文化

芸術活動を地域で展開することにより、様々なコミュニティが形成され、市民の心の拠り所

となります。 

・ 文化芸術は、人々に感動を与え、多くの人々を引き付ける魅力を都市に与えます。それが

都市ブランドの形成につながります。 

・  創造的な人材が集まる都市には活力が生まれ、新たな産業の創出を促します。文化芸術創

造都市づくりを進めることにより、横浜経済の活性化につなげます。 

・  効率的・効果的なプロモーションを展開し、一層の賑わいづくりと経済活性化につなげま

す。 

 
 【次頁へ】

 
 



・ 多様なメディアを戦略的に活用し、創造都市横浜の取組を市内外に効果的に情報発信します。 

（３） アーティスト・クリエーターへの支援機能の充実 

・ ヨコハマ創造都市センターを中心に、起業家や創造的産業の支援を行う様々な企業・団体と

の連携により、アーティスト・クリエーターを支援するアーツコミッション機能を充実します。 

・ クリエイティブシティ・ヨコハマのリーディングプロジェクトとして横浜トリエンナーレを

開催し、市内のアートNPO等、様々な主体と連携し、まち全体で魅力の発信に取り組みます。 

（１） 芸術フェスティバルの開催などによる文化芸術を通じた国内外への魅力発信 

・ 幅広い市民参加や次世代育成、世界水準の文化芸術による都市の魅力の国内外への発信や、

賑わい創出と経済活性化をコンセプトに、横浜の街を舞台としたオリジナリティあふれる芸術

フェスティバルを継続的に開催します。 

・ アジアをターゲットとしたプロモーションや事業を展開し、アジアの文化ハブを目指します。 

 

 
４ 基本理念及び基本方針                                                      

   

基本理念 

○ 人々の活力や創造力の源泉であり、市民生活の向上につながる文化芸術の振興を図ります。 

○ 文化芸術のもつ創造性を様々な施策に生かして、コミュニティの活性化を図るなど、創造的な

まちづくりを進めます。 

○ 横浜の社会資源を生かした創造的な取組や、人々に感動を与える文化芸術の展開により、賑わ

いづくりと経済の活性化につなげます。 

 

 
（１） 市民の文化芸術活動の拠点機能の充実 

  ・ 市民が様々な文化芸術活動を鑑賞、創作、体験、発表できる機会を充実します。 

・ 地域の文化芸術活動の拠点機能については、規模や整備手法など地域特性に合わせて柔軟に

検討し、必要な機能を充実します。 

 

（２） コミュニティの活性化に向けた文化芸術活動の推進 

・ 文化芸術の持つ創造性を生かして、コミュニティを活性化し、教育、福祉、子育て、環境な

ど様々な地域課題の解決に取り組む活動を支援します。 

・ 地域の様々な施設や場所を活用し、身近に文化芸術活動に親しめる機会を充実します。 

 

（３） 市民・NPO・アーティストが行う文化芸術活動への支援 

  ・ 市民・NPO・アーティストを支援する中間支援機能の強化に取り組みます。 

・ 地域で活動するアートNPOなどのネットワークづくりを推進します。 

・ 地域における文化芸術活動に関する様々な情報発信機能を強化します。 
 
基本方針２ 子どもたちをはじめとする次世代育成を進めます。 

 
（１） 子どもたちの文化芸術体験活動の充実 

  ・ 学校教育など様々な場面で、子どもたちが優れた文化芸術を鑑賞する機会や、プロのアーテ

ィストと触れ合う機会を充実し、豊かな感性やコミュニケーション能力を育みます。 

・ 文化施設や創造界隈拠点などにおいて、子どもたちを対象とした事業を充実します。 

・ 横浜トリエンナーレなどの様々なアートイベントでも、積極的に子どもたちを対象とした事

業に取り組みます。 

 

（２） 新進アーティストの発掘・育成・支援 

  ・ 創造界隈拠点や専門文化施設などにおいて、新進アーティストに積極的に発表の機会を設け

ます。 

  ・ 横浜での活動が新進アーティストのステップアップにつながる取組を進めます。 

 

（３） 文化芸術を支える人材の育成・支援 

・ 大学等の教育機関やアート NPO 等と連携し、文化芸術と社会をつなぐ創造的な活動を担う

人材の育成・支援を進めます。 

 

 

 

 

 

（１）アーティスト・クリエーターの集積の推進 

・ 創造界隈拠点において、アーティスト・クリエーターの制作・発表・滞在（居住）を支援す

るとともに、民間の空きビルや倉庫等のスタジオやアトリエ、ギャラリーなどへの転用を促進

し、アーティスト・クリエーターの集積を進めます。 

・ 大学等の教育機関と連携し、アーティスト・クリエーターなど創造的な人材の育成を進める

とともに、市内での継続的な活動につなげます。 

・ 横浜ならではの地域資源である歴史的建造物や倉庫などを創造活動の場として活用し都市の

ブランド力を高めます。 

 

（２） 創造的産業につながるネットワーク形成 

・ アーティスト・クリエーター同士のネットワークづくりを進めるとともに、企業や団体、起

業家などとの協働を推進し、新たな価値やビジネス機会を創り出し、創造的産業の集積につな

げます。 

・ 近隣の商店街やまちづくり団体とアーティスト・クリエーターの協働を推進し、創造性を生

かしたまちづくりを進めます。 

 

 

    

（２）文化芸術の国際交流の推進 

・ 国内外の創造都市との交流を通じて、世界の中で横浜のプレゼンスを高めます。 

・ 市内の様々な拠点等でアーティスト・イン・レジデンスを推進するとともに、世界の芸術関

係者の交流機会をつくります。 

 

（３）専門文化施設からの発信力の強化 

・ 横浜美術館、みなとみらいホールなどの専門文化施設で、国内外から注目されるような質の

高い展覧会・公演を開催し、国内外へ発信します。 

・ 文化施設がポテンシャルを十分に発揮できるよう取り組むとともに、長寿命化の観点からも

施設機能の維持・保全・更新を計画的に行います。 

基本方針１ 市民の文化芸術活動を支援し、心豊かな市民生活の実現を目指します。 

基本方針３ アーティスト・クリエーターを支援し、創造性を生かしたまちづくりを進めます。 

基本方針４ 賑わいづくり・観光MICE振興にもつながる、横浜らしい先進的な文化芸術を 

国内外に発信します。 
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